
●隊員官舎

　香我美町下分のＡコープ

前に建設。５階建て、１棟あ

たり50戸、計２棟100戸。幹部

および家族をもつ隊員が入

居予定。周辺では、民間賃貸

住宅の建設も進んでいます。

●県道奥西川岸本線改良

　香我美町上分にある稗地

交差点から同岸本の国道55

号月見山交差点まで、総延長

3,590ｍの２車線片側歩道付

き道路の拡幅工事を行って

います。本年３月下旬に完成

予定。

　この工事に伴い、月見山交

差点は、現在の位置より約20

ｍ西に移動して広がり、見通

しが良くなります。

●香我美小学校校舎増築

　建物は内装までほぼ出来上

がっており、完成予定は１月

下旬。自衛隊関係の児童約30

人の転入を見込んでいます。

●香我美幼稚園園舎増築

　現在、基礎工事を進めてお

り、３月下旬完成予定。

　自衛隊関係の園児約20人

の転入を見込んでいます。

　県内の市町村で、軒並み人口減少が進む中、市では、約1,000人の自衛隊関係者の人口増加

による消費拡大や、地域活動が盛んになり、まちが賑やかになろうとしています。

　また、普通科連隊移駐に合わせて、周辺整備を行うための国からの補助金や交付金を基に、

道路改良や住宅・教育施設の建設、上下水道などのインフラ整備が進められています。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※写真は、昨年12月中旬の状況

期
待
と
不
安

　

第
50
普
通
科
連
隊
の
駐
屯
が
決
ま
っ
た
平
成
15
年
。
以
来
、
地

元
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
へ
の
期
待
は
あ
る
も

の
の
、
訓
練
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
駐
屯
地
が
で
き
る
香
我
美
町

鳥
越
地
区
周
辺
の
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
危
険
性
な
ど
、

期
待
と
不
安
の
声
が
交
錯
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ま
の
不
安
解
消
に
む
け
、ま
た
、駐
屯
へ

の
理
解
と
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、平
成
16
年
か
ら
数

回
に
わ
た
り
地
元
説
明
会
や
視
察
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

不
安
や
疑
問
、あ
る
い
は
期
待
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
抜
粋
し
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

理解を深める

変わるまち

　今年は国勢調査の年であり、地方交付税の算定の基

礎となる人口が増えることは、市にとって地方交付税

や税収が増え、広くまちづくりに活かされることに

なります。

①
演
習
場
外
で
の
訓
練

　

場
外
で
の
訓
練
、特
に
銃
を
持
っ
た
行
進
訓
練
は
、道
路
交
通
法

な
ど
に
基
づ
き
、関
係
機
関
と
協
議
の
上
、実
施
。ま
た
、事
前
に
関

係
自
治
体
を
通
じ
、住
民
の
皆
さ
ま
へ
訓
練
実
施
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

②
ヘ
リ
の
離
着
陸

　

騒
音
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、航
空
機
の
飛
行
制
限（
最
低
高

度
）を
維
持
し
て
飛
行
。た
だ
し
、気
象
条
件
や
雲
の
状
況
で
響
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
交
通
量

　

第
50
普
通
科
連
隊
で
は
、
200
数
十
台
の
車
両
を
保
有
す
る
予
定

で
、業
務
に
応
じ
て
出
入
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、隊
員

の
通
勤
手
段
は
自
転
車
や
バ
イ
ク
が
多
く
、通
勤
時
間
も
７
時
か

ら
７
時
半
ご
ろ
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、自
衛
隊
の
影
響
で
道
路

が
混
雑
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
で
す
。

④
周
辺
環
境
整
備

　

自
衛
隊
の
新
設
に
伴
い
、道
が
広
が
っ
た
り
、水
路
が
改
修
さ
れ

た
り
と
、周
辺
住
民
の
生
活
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

共
に
歩
む
た
め
に

共
に
歩
む
た
め
に

共
に
歩
む
た
め
に

　

日
本
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
の
安
全

を
保
つ
役
割
を
担
う
自
衛
隊
。

　

い
か
な
る
と
き
に
も
即
応
態
勢
が
求
め
ら

れ
る
隊
員
た
ち
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
有

事
や
災
害
に
備
え
、
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
が

不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
南
市
に
移
駐
す
る
第
50
普
通
科
連
隊
は
、

高
知
県
全
域
の
防
衛
警
備
、
災
害
対
処
な
ど

を
担
任
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
日
々
実

践
を
積
ん
で
い
ま
す
。近
い
将
来
、発
生
が
予

想
さ
れ
る
南
海
地
震
を
は
じ
め
、
自
然
災
害

な
ど
が
発
生
し
た
時
、
迅
速
に
救
援
対
応
で

き
る
部
隊
が
近
く
に
い
る
こ
と
は
、
非
常
に

心
強
く
、頼
も
し
い
限
り
で
す
。培
わ
れ
た
実

働
能
力
や
組
織
力
は
、
防
災
活
動
面
で
大
い

に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

移
駐
に
際
し
、
と
り
わ
け
演
習
場
で
の
訓

練
に
対
す
る
不
安
や
心
配
の
声
が
上
が
り
、

地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
が
、説
明
会
や
視
察
、学
習
を

通
し
て
、
不
安
解
消
に
向
け
た
知
識
と
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
昭
和
37
年
か
ら
香
我
美
町
岸

本
地
区
に
郷
土
部
隊
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
第

14
施
設
中
隊
が
駐
屯
し
て
き
た
交
流
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。第
50
普
通
科
連
隊
の
移
駐
後
も
、

自
衛
隊
を
よ
り
身
近
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

各
種
行
事
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

交
流
や
親
睦
を
重
ね
「
地
域
に
開
か
れ
た
自

衛
隊
」「
な
く
て
は
な
ら
な
い
自
衛
隊
」
と
し

て
本
市
に
根
付
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
自
衛
隊
と
行
政
、住
民
の
三
者
が
、

十
分
に
時
間
を
か
け
て
協
議
し
、
共
に
歩
ん

で
い
く
た
め
に
、
こ
の
ま
ち
で
の
一
歩
を
踏

み
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

特集　　　地域と共に 特集　　　地域と共に

■問い合わせ

　市役所企画課

　自衛隊立地推進係

　　　57-8503

　　広報こうなん 2010.１(９) 広報こうなん 2010.１ (８)


